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は
じ
め
に

基
本
投
資
の
資
金
調
達
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

I
ト
制
度
の
強
化
、
発
展
に
と
っ
て
特
別
に
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
。

一
九
六
五
年
経
済
改
革
以
前
の
ソ
連
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
は
、
も
っ
ぱ
ら
経
常
収
支
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
さ
え
も
不
十
分
な
形
で
し
か
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
基
本
投
資
に
つ
い
て
は
企
業
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
十
分
掌
握
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
基
本
投
資
の
資
金
調
達
は
ほ
と
ん
ど
が
国
家
予
算
か
ら
の
無
利
子
無
償
還
の
財
政
資
金

ιよ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
た
め
、
企
業

は
こ
れ
ら
の
資
金
の
合
理
的
利
用
ゃ
、
財
政
資
金
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
効
率
的
な
運
用
に
対
し
て
必
要
な
関
心
を
払

わ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

一
九
六
五
年
改
革
時
や
そ
れ
以
降
に
、
経
済
運
営
の
効
率
化
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
た
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ
!
ト
の

強
化
、
発
展
に
か
ん
ん
す
る
議
論
の
中
心
は
、
自
己
の
収
入
に
よ
る
支
出
の
補
填
と
一
定
の
収
益
の
獲
得
を
内
容
と
す
る
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

ー
ト
原
則
を
、
経
常
収
支
だ
け
で
な
く
墓
本
投
資
の
分
野
に
も
導
入
す
る
こ
と
、
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
生
産
、
再
生
産
を
自
己
資
金
を
中
心

と
し
て
実
現
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
上
う
に
な
っ
た
。
企
業
の
自
己
資
金
の
利
用
意
一
視
は
、
基
本
投
資
の
分
野
に
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
の
自
主
性
を
拡
大
し
、
資
金
利
用
の
効
率
化
を
促
す
こ
と
に
な
る
と
し
て
党
や
政
府
の
公
式
文
書
や
多

く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
き
か
ん
に
主
張
さ
れ
た
。
ま
た
、
制
度
的
に
も
実
際
の
経
済
運
営
に
お
い
て
も
、
こ
の
方
向
に
む
け
た
措
置
が
い

一
九
六
五
年
改
革
で
は
、
基
本
投
資
の
資
金
調
達
に
か
ん
し
て
、
特
定
の
基
本
建
設
へ
の
投
資
以
外
は

く
つ
か
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

国
家
予
算
資
金
の
投
入
が
制
限
さ
れ
、
既
存
企
業
へ
の
基
本
投
資
の
追
加
投
資
は
企
業
の
自
己
資
金
と
銀
行
融
資
を
組
み
合
わ
せ
て
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

基
本
投
資
に
あ
て
ら
れ
る
自
己
資
金
の
中
心
は
、
企
業
へ
の
留
保
分
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
利
潤
や
減
価
償
却
基
金
と
、
経
済



的
刺
激
フ
ォ
ン
ド
の
う
ち
の
基
本
投
資
用
資
金
|
|
生
産
的
用
途
に
支
出
さ
れ
る
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
お
よ
び
非
生
産
的
用
途
に
あ
て
ら

れ
る
社
会
的
文
化
措
置
・
住
宅
建
設
フ
ォ
ン
ド

i
ー
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
特
に
企
業
の
生
産
的
用
途
に
支
出
さ
れ
る
生
産
発
展
フ
ォ
ン

ド
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
計
画
作
成
の
権
限
が
個
々
の
企
業
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
企
業
が
自
主
的
に
使
用
で
き
る
基
本
投
資
用
自
己

資
金
と
し
て
基
本
投
資
の
財
源
の
中
で
も
特
別
な
地
位
を
占
め
る
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

企
業
が
自
主
的
に
使
用
で
き
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
基
本
投
資
用
自
己
資
金
と
し
て
、

一
九
六
五
年
経
済
改
革
を
契
機
に
形
成
さ
れ
た
こ

の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
、
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
と
自
主
性
の
強
化
を
柱
に
経
済
運
吉
の
分
権
化
を
目
指
し
た
一
九
六
五
年
改
革

の
精
神
を
も
っ
と
も
よ
く
表
わ
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
実
の
経
済
運
営
の
中
で
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
が
ど

の
よ
う
に
運
用
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
九
六
五
年
改
革
以
後
の
ソ
連

企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
テ
ョ

l
ト
制
度
や
企
業
の
自
主
性
の
状
況
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
企
業
を
取
り
巻
く
経
済
的
状
況
に
つ
い
て
そ
の
主
要

な
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

基
本
投
資
の
資
金
調
達
と
自
己
資
金

1 

基
本
投
資
と
そ
の
財
源

基
本
投
資
は
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
生
産
と
再
生
産
(
つ
ま
り
基
本
建
設
)
の
た
め
の
資
金
投
下
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
は
建
設
さ
れ
る
固

定
フ
ォ
ン
ド
の
内
容
や
規
模
に
応
じ
て
①
企
業
の
新
設
、
②
拡
張
(
増
設
)
、
@
改
造

Q
o
g
Z
2
3
E
E
)、
①
装
備
の
改
善
公

aZ2a

4
2
問。。ロ
8
8
。。3
員
2
5
)
に
区
分
さ
れ
る
。

ソ
連
で
は
近
年
こ
れ
ら
の
投
資
対
象
の
う
ち
、
新
設
や
拡
張
へ
の
投
資
よ
り
も
装
備

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

五
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の
改
善
や
改
造
へ
の
投
資
が
奨
励
さ
れ
、
実
際
に
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
装
備
の
改
普
や
改
造
ほ
新
設
や
拡
張
と
比
べ
て
一
度
の
投
資

額
が
少
な
く
て
済
み
、
建
設
期
聞
が
短
く
、
投
資
資
金
の
回
収
が
は
や
い
た
め
当
面
の
生
産
性
を
引
上
げ
る
の
に
は
有
利
で
あ
る
(
装
備

の
改
普
と
改
造
と
は
と
も

ι固
定
フ
ォ
ツ
ド
の
更
新
、
設
備
の
近
代
化
、
機
械
化
、
自
動
化
、
新
技
術
の
導
入
な
ど
を
内
容
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
ち
が
い
は
お
も
に
建
設
規
模
、
投
資
規
模
の
大
小
に
よ
る
。
装
備
の
改
善
は
大
規
模
な
改
造
を
行
う
ま
で
の
比
較
的
小
規
模
の

設
備
改
良
と
い
う
性
格
が
強
い
〉
。
「
一
九
八
一
年
l
一
九
八
五
年
お
よ
び
一
九
九

C
年
ま
で
の
ソ
連
邦
の
経
済
社
会
発
展
の
基
本
方
針
L

(
一
九
八
一
年
共
産
党
第
二
六
回
大
会
)
で
は
、

「
基
本
投
資
を
何
よ
り
も
先
ず
既
存
企
業
の
改
造
と
装
備
の
改
善
お
よ
び
既
に
着
工
し

た
建
設
の
完
成
に
振
り
向
け
る
。
新
設
や
既
存
企
業
の
拡
張
は
、
当
該
生
産
物
に
対
す
る
国
民
経
済
の
需
要
が
、
改
造
や
装
備
の
改
善
を

考
麗
し
た
生
産
能
力
の
利
用
改
警
に
よ
っ
て
は
保
障
さ
れ
な
い
場
合
に
着
工
竹
千
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
現
実
に
も
そ
の
よ
う
な
方
向

が
強
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
器
具
製
作
省
で
は
省
の
塞
本
投
資
総
額
に
占
め
る
装
備
の
改
善
と
改
造
の
割
合
が
一
九
七
三
年
に
五
二

-
六
M

初
で
あ
っ
た
の
が
、

一
九
八

O
年
に
は
七
七
・
九
勿
に
ま
で
増
大
し
、
重
機
械
省
で
は
一
九
七
六
年
の
一
一
入
・
九
妬
か
ら
一
九
八

O

年
の
さ
一
七
・
四
%
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
省
で
は
こ
れ
と
同
じ
期
聞
に
一
三
M

汚
か
ら
一
八
・
六
M
m

へ
、
農
業
機
械
省
で
は
同
じ
く
二
九
・

七
%
か
ら
一
二

0
・
八
%
へ
と
各
々
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
一
一
六
あ
る
工
業
省
三
九
八

O
年
現
在
)
の
う
ち
の
二
六
工
業
省
に
つ
い
て

一
九
七
七
年
の
計
画
で
は
装
備
の
改
善
と
改
造
へ
の
支
出
が
プ
J
U

・
九
M
m

で
あ
る
の
に
対
し
、

増
大
し
て
い
ろ
。
表
1
は
国
民
経
済
全
体
に
お
け
る
生
産
的
用
途
へ
の
国
家
基
本
投
資
の
支
出
構
造
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
傾

l立

一
九
八

O
年
に
は
二
三
・
七
銘
へ
と

向
は
工
業
に
お
け
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
基
本
投
資
を
ま
か
な
う
主
要
な
財
源
は
、
減
価
償
却
基
金
と
、
剰
余
生
産
物
価
値
の
ソ
連
に
衿
け
る
具
体
的
形
態
で
あ
る
取

引
税
お
よ
び
利
潤
で
あ
る
。
基
本
投
資
の
実
際
の
過
程
で
は
設
備
の
更
新
は
た
ん
に
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
設
備
と
同
じ
も
の
と
取



表 1<生産的用途への国家基本投資の支出構造> C%) 

I 1979 附 1981 19昭

生産的用途への基本投資の支出

-既幸子企業の装備改善と改造

.既存企業の拡張

・新設

-既存企業の生産設備の維持

100 

34.2 

25.4 

36.5 

3.9 

100 

32.9 

26.5 

36.4 

4.2 

100 

32.4 

27.5 

35.8 

4.3 

100 

30.2 

28.6 

37.0 

4.2 

Hapo且HoeX01l3誼CTBOCCCP 1922-1982.， c. 370， 

Hapo且HoeX0311置CTBOCCCP B 19821'.， c.340から作成。

C出所〕

り
替
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
技
術
的
に
進
ん
だ
設
備
と
の
取
り
替
え
が
行
わ
れ
る
た
め
、
剰
余
生

産
物
価
値
で
あ
る
取
引
税
や
利
潤
と
減
価
償
却
基
金
と
は
統
合
さ
れ
て
全
体
と
し
て
基
本
投
資
の

財
源
に
あ
て
ら
れ
る
。
剰
余
生
産
物
価
値
(
縄
所
得
)
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
ソ
連
で
は
そ
の
う

ち
の
約
四
五
銘
ハ
一
九
八

O
年
)
は
そ
れ
を
生
産
し
た
企
業
の
資
金
循
環
に
入
る
こ
と
な
く
取
引

税
と
し
て
直
接
国
家
に
納
入
さ
れ
、
純
所
得
の
他
の
部
分
(
約
五
五
Mm)
は
企
業
に
利
潤
の
形
で

実
現
さ
れ
る
が
、
こ
の
利
潤
の
う
ち
の
お
よ
そ
六
O
M
m
(
工
業
企
業
の
場
合
)
は
生
産
フ
ォ
ン
ド

使
用
料
、
定
額
納
付
金
、
利
潤
控
除
、
未
配
分
利
潤
残
高
の
名
目
で
国
家
に
納
入
さ
れ
る
。
国
家

に
集
中
さ
れ
た
取
引
税
と
利
潤
の
中
か
ら
国
家
基
本
投
資
の
融
資
に
あ
て
ら
れ
る
国
家
予
算
資
金

が
形
成
さ
れ
、
ま
た
企
業
に
留
保
さ
れ
た
利
潤
の
一
部
も
基
本
投
資
の
財
源
を
形
成
す
る
。
減
価

償
却
基
金
は
更
新
用
減
価
償
却
基
金
(
一
九
八

O
年
に
は
減
価
償
却
基
金
全
体
の
約
六

O
M
)
と

大
修
繕
用
基
金
と
に
区
分
さ
れ
る
が
、
更
新
用
減
価
償
却
基
金
の
全
て
と
大
修
繕
用
基
金
の
一
部

が
基
本
投
資
に
あ
て
ら
れ
、
更
新
用
償
却
基
金
の
一
部
は
国
家
予
算
へ
控
除
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
純
所
得
と
減
価
償
却
基
金
の
再
分
配
の
結
果
、
基
本
投
資
の
財
源
と
し
て
は
、
①

国
家
予
算
に
集
中
さ
れ
そ
こ
か
ら
融
資
さ
れ
る
部
分
、
②
企
業
に
留
保
さ
れ
た
資
金
(
利
潤
、
減
価
償
却
基
金
な
ど
)

か
ら
の
調
達
部

分
、
お
よ
び
③
銀
行
融
資
と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
②
の
部
分
が
①
と
①
に
対
し
て
基
本
投
資
の
自
己
資
金
を
形

公
C

ヲ心。

成
す
る
こ
と
に
な
る
。
工
業
に
お
け
る
生
産
的
用
途
の
基
本
投
資
財
源
の
資
金
の
流
れ
に
つ
い
て
は
大
略
図
ー
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
摂
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

二
二
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

<基本投資の資金調達経路>

-装備
改善

・改造

@拡張

設-来rr

図 1

φHHaHCHpOBaHHe CTpOllTeJlbCTBa B yCJlOBH匁X COBepllleHCTBOBaHHH X03耳晶CTBeH-

Horo MeXaHH3Ma.φ開制CbI H CT3TllCTHKa_ 1983 (以下では φ. とのみ表記)，

c.10に加筆。

〔注〉一一砂は自己資金の流れー-[>は自己資金以外の流れ。

E出所〕

/¥ 

国
家
予
算
、
自
己
資
金
、
銀
行
信
用
に
よ
る
基
本
投
資
の
財
源
構
成

は
表
2
、
3
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
(
表
2
は
工
業
に
つ
い
て
、
表
3

は
国
民
経
済
全
体
に
つ
い
て
)
。

」
れ
ら
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
国
民
経
済
全
体
と
し
て
も
工

業
部
門
に
つ
い
て
も
、
基
本
投
資
の
財
源
構
成
に
お
い
て
国
家
予
算
資

金
の
割
合
が
減
少
し
自
己
資
金
お
よ
び
銀
行
融
資
の
割
合
が
増
大
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
六
五
年
経
済
改
革
に
よ
る

投
資
金
融
政
策
の
変
更
ー
1
国
家
予
算
資
金
の
融
資
を
制
限
し
、
自
己

資
金
と
銀
行
融
資
を
優
先
す
る
ー
ー
や
、

一
九
七
五
住
の
減
価
償
却
率

の
改
訂
(
と
く
に
更
新
用
償
却
率
の
引
上
げ
)
な
ど
の
影
響
に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
基
本
投
資
の
資
金
調
達
に
お
け
る
自
己
資
金
利
用
の
重

視
は
そ
の
後
も
一
貫
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

ソ
連
で
は
基
本
投
資
の
対
象
と
投
資
財
源
と
は
投
資
資

金
の
回
収
予
定
期
間
や
企
業
の
収
益
性
を
考
慮
し
な
が
ら
密
接
に
結
び

つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
っ
て
山
J
V
。

。
同
収
予
定
期
聞
が
五
年
ま
で
の
企
業
の
新
-
設
と
拡
張
は
、
減
価
償

却
基
金
、
利
潤
、
建
設
部
門
で
動
員
さ
れ
る
資
金
(
建
設
組
織
が
あ
げ



〔出所〕 φ. c.14. 

〈注)1975年は全エ業省のうちの26工業省. 1980年は28ヱ業省によ

る計算。この基本投資には生産的用途だけでなく，非生産的

用途への投資も含まれている。

<基本投資の財源構成>C必) (国民経済全体〉表 3

自己資金 長期信用
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金
や
利
潤
な
ど
の
自
己
資
金
だ
け
で
不
足
の
場
合
に
は
国
家
資
金
が
投
入
さ
れ
る
。

57 

〔出所J1946.1950.1965.1980一一一XXVIKnCC 11 .CoUllaJIIICTII-

可eCKlleφIIHaHCbI.φIIHaHCbI 11 cTaTHcTIIKa. 1982. c.322. 

他は nJIaHOBOeX03Bl!CTBO. 1980. N2.3. c.59. 

る
利
潤
や
設
備
の
価
格
引
下
げ
一

に
よ
る
節
約
分
な
ど
か
ら
形
成

さ
れ
る
)
、
省
の
資
金
お
よ
び

ス
ト
ロ
イ
バ
ン
ク
の
信
用
に
よ

っ
て
調
達
さ
れ
る
。

O
回
収
予
定
期
聞
が
五
年
を

超
え
る
新
企
業
の
建
設
は
、
建

設
部
門
の
内
部
資
金
、
減
価
償

却
基
金
、
利
潤
、
省
の
資
金
お

よ
び
国
家
予
算
か
ら
の
支
出
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
。
計
画

欠
損
企
業
や
低
収
益
企
業
の
拡

張
に
対
し
て
も
、
減
価
償
却
基

O
装
備
改
善
と
改
造
に
対
し
て
は
、
何
よ
り
も
先
ず
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金
や
そ
の
他
の
経
済
的
刺
激
フ
ォ
ン
ド
資
金
の
一
部
お
よ

び
生
活
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
利
潤
や
減
価
償
却
基
金
が
あ
て
ら
れ
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
ス
ト
ロ
イ
パ
ン
ク
の
信
用
が
融
資
さ
れ
る
。

O
欠
損
企
業
や
低
収
益
企
業
の
装
備
改
善
と
改
造
に
は
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金
や
そ
の
他
の
経
済
的
刺
激
フ
ォ
ン
ド
資
金
の
一

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
三
九
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一四。

部
、
利
潤
、
更
新
用
償
却
基
金
の
他
に
国
家
予
算
か
ら
の
支
出
が
あ
て
ら
れ
る
。

O
生
産
能
力
の
維
持
の
た
め
に
基
本
投
資
計
画
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
設
備
の
取
替
費
用
お
よ
び
基
本
建
設
見
積
に
含
ま
れ
て
い
な
い
設

備
の
購
入
費
用
は
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金
や
そ
の
他
の
経
済
的
刺
激
フ
ォ
ン
ド
資
金
の
一
部
、
利
潤
、
更
新
用
償
却
基
金
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
、
不
思
の
場
合
に
は
国
家
予
算
資
金
が
あ
て
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
装
備
の
改
善
と
改
造
に
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
自
己
資
金
が
優
先
的
に
充
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
近
年
の
装
備
改
善
と
改
造
へ
の
投
資
に
対
す
る
政
策
的
璽
視
に
と
も
な
っ
て
、
投
資
金
融
に
お
け
る
自
己
資
金
の
役
割
も
増
大

す
る
こ
と
に
な
る
。

〈
1
〉

閉

v
m
E
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国
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旬
吋
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民
国
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匂
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国
号
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s-器
具
製
作
省
は
他
の
工
業
省
と
比
べ
て
も
装
備
の
改
善
と
改
造
へ
の
支
出
の
割
合
が
き
わ
め
て
高
い
が
、
こ
の
う
ち
の
圧

倒
的
部
分
ハ
九
七
%
)
は
改
造
よ
り
も
投
資
資
金
の
回
収
が
は
や
い
装
備
の
改
善
民
向
け
ら
れ
て
い
る
@
そ
の
結
果
、
器
具
製
作
省
は
生
産
量
の
増

大
、
原
価
引
下
げ
、
利
濁
量
の
増
大
と
い
う
短
期
的
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
反
面
で
改
造
用
投
資
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
た
め
こ
の
省
の
製

品
の
技
術
水
準
の
立
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
(
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2 

基
本
投
資
と
自
己
資
金

基
本
投
資
に
あ
て
ら
れ
る
自
己
資
金
の
財
源
は
減
価
償
却
基
金
と
企
業
留
保
利
潤
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
資
金
調
達
の
形
態
と
し
て
は

こ
れ
ら
の
減
価
償
却
基
金
、
企
業
留
保
利
潤
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
ご
つ
の
資
金
か
ら
そ
の
一
部
を
繰
り
入
れ
て
形
成
さ
れ
る
生
産
発
展
フ

オ
ン
ド
を
あ
わ
せ
た
三
つ
の
自
己
資
金
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
と
そ
れ
以
外
の
自
己
資
金
と
の
閣
に

は
資
金
利
用
に
対
す
る
企
業
の
権
限
の
あ
り
方
に
関
連
し
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
利
用
の
計
画
化
は
一
応
企
業

に
そ
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
以
外
の
自
己
資
金
は
国
家
基
本
建
設
計
画
の
遂
行
の
た
め
に
企
業
か

ら
直
接
動
員
さ
れ
る
資
金
と
い
う
意
味
で
の
自
己
資
金
で
あ
り
、
企
業
に
資
金
利
用
計
画
作
成
の
権
限
は
与
え
ら
れ
て
い
払
川
。
基
本
投

資
中
の
自
己
資
金
の
割
合
は
、
表
2
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
工
業
部
門
で
は
一
九
八

O
年
に
五
回
・
二
%
を
占
め
て
い
る
が
、
生
産
発
展

フ
ォ
ン
ド
が
占
め
る
割
合
は
こ
の
年
わ
ず
か
一
五
%
に
す
、
ぎ
な
い
(
後
出
の
表
9
参
閉
じ
。
し
か
し
、
本
来
的
な
意
味
で
自
己
資
金
と
い
え

る
の
は
、
こ
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
だ
け
で
あ
り
、
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト
の
強
化
、
発
展
、
企
業
自
主
性
の
拡
大
の
観
点
か
ら
は

」
の
自
己
資
金
部
分
は
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
る
前
に
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
自
己
資
金
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。

一
九
八

O
年
の
工
業
部
門
に
お
け
る
基
本
投
資
用
白
己
資
金
の
内
訳
は
、
五
回
・
二
労
の
自
己
資
金
の
う
ち
減
価
償
却
基
金
が
三
八
・

λ
%
、
利
潤
が
一
了
八
即
刻
、
そ
の
他
三
・
六
%
と
な
っ
て
い
る
(
表
2
参
照
、
た
だ
し
こ
の
数
字
は
減
価
償
却
基
金
と
利
潤
か
ら
生
産
発

展
フ
ォ
ン
ド
へ
の
繰
入
分
を
控
除
す
る
以
前
の
数
字
で
あ
り
、
こ
の
減
価
償
却
基
金
と
利
潤
の
中
に
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
へ
の
繰
入
分

が
含
ま
れ
て
い
る
)
。
こ
の
数
字
は
一
九
八

O
年
現
在
で
三
六
あ
る
工
業
省
の
う
ち
の
二
八
の
工
業
省
の
平
均
で
あ
る
が
、
個
々
の
工
業

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

四
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表4<1980年の工業省ごとの基本投資の財源構成>c省ごとの資金調達総額に対する割合(幼〉

lE算支|自己資金|塑償却|利潤 i書室哲的i最期信|その他

35.0 59.8 46.5 6.7 5.0 3.9 1.3 

省

ソ連邦エネルギー省

0.2 3.1 3.7 6.5 31. 4 43.6 53.1 石油産業省

0.8 43.1 16.9 6.6 23.7 47.5 8.6 ソ連邦石油化学工業省

0.5 6.7 4.1 0.6 30.4 35.1 57.7 ガス工業省

1.4 0.1 8.9 1.6 52.4 66.8 31. 7 ソ連邦石炭産業省

0.9 12.5 17.3 6.5 33.8 62.7 23.9 ソ連邦鉄鋼業省

1.9 34.6 11.2 0.3 25.7 40.9 22.6 ソ連邦非鉄金属工業省

0.4 21. 9 12.1 13.8 35.6 62.8 14.9 化学工業省

0.8 10.7 7.0 3.8 39.7 51. 4 37.1 肥料省

0.2 33.2 14.4 3.4 21. 9 41. 3 25.3 重機械省

1.9 13.1 10.0 0.5 5.6 16.7 68.3 エネノレギー機械省

24.9 35.2 15.1 23.9 74.5 0.6 電気技術工業省

0.1 21. 3 25.1 12.3 18.3 62.4 16.2 化学機械省

15.9 32.8 5.7 25.8 65.2 18.9 工作機械工業省

57.1 10.5 23.9 92.3 7.7 器具製作省

0.6 14.6 20.5 1.4 36.6 60.4 24.4 自動車工業省

O. 1 22.3 24.9 5.3 23.3 55.1 22.5 農業機械省

0.1 23.3 31. 9 1.0 30.2 63.7 12.9 道路建設機械省

15.5 32.4 0.3 33.8 66.9 17.6 軽・食品機械省

43.4 29.7 0.2 8.1 40.8 15.8 畜産機械省

0.8 6.2 12.8 1.5 40.7 57.2 35.8 ソ連邦木材・紙工業省

1.1 1.4 19.6 3.6 33.9 58.9 38.6 ソ連邦建設資材省

0.8 8.1 33.4 13.6 18.6 68.7 22.4 ソ連邦軽工業省
四

0.2 12.6 17.2 10.5 22.1 52.3 34.9 ソ連邦食品工業省

ソ連邦食肉牛乳省 1.2 13.1 47.1 15.9 16.7 80.3 5.4 

0.5 

〔出所〕 φ.， c.20. (注〉非中央集中的財源一一自己資金のうち企業の自主的な投資にあてられ

る部分，生産発展フォンドがその中心(成田〉。

0， 7 8.3 0.9 24.5 35.8 63.0 ソ連邦漁業省



1982 

100 

60.2 

39.8 

表 5 <減価償却基金の区分>(%) 

一こ亙
減価償却基金 l 

-更新用 | 

・大修繕用 ( 

Hapo且HoeX03耳目CTBOCCCP 1922~1982.. c.560. Hapo且HoeX0311員CTBOCCCP 

B 1982r.. c.519から作成。

1975 1980 

100 100 

59.0 59.8 

41. 0 40.2 

1970 

100 

51. 4 

48.6 

100 

51. 4 

48.6 

〔出所]

省
ご
と
に
内
訳
を
示
し
た
も
の
が
表
4
で
あ
る
(
こ
の
表
4
で
は
「
非
中
央
集
中
的
財
源
」
の
中
に
生
産

発
展
フ
ォ
ン
ド
が
含
ま
れ
て
お
り
、
減
価
償
却
基
金
と
利
潤
か
ら
は
既
に
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
へ
の
繰
入

分
が
除
か
れ
て
い
る
)
。

こ
の
表
4
か
ら
、
予
算
支
出
と
自
己
資
金
の
割
合
お
よ
び
自
己
資
金
内
部
の
割
合
に
は
省
ご
と
に
大
き

な
相
違
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
多
く
の
省
(
表
4
の
一
一
六
省
の
う
ち
一
六
省
)
で
は
、
減
価
償
却
基

金
が
基
本
投
資
用
自
己
資
金
の
最
大
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
減
価
償
却
基
金
は
更
新
用
償
却
基
金
と
大

修
繕
用
基
金
と
に
区
分
さ
れ
る
。
基
本
投
資
の
財
源
と
し
て
利
用
ν
さ
れ
る
の
は
更
新
用
償
却
基
金
で
あ
る

が
、
大
修
繕
用
基
金
の
一
部
は
装
備
の
改
善
の
た
め
の
基
本
投
資
に
利
用
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ろ
。
更
新
用
償
却
墨
金
と
犬
修
繕
用
基
金
と
の
区
分
の
割
合
は
表
5
の
通
り
で
あ
る
が
、

お
け
る
更
新
用
減
価
償
却
率
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
近
年
は
更
新
用
償
却
基
金
の
割
合
が
増
大
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年
に

こ
れ
は
更
新
用
償
却
率
を
引
上
る
こ
と
に
よ
り
設
備
の
耐
用
年
数
を
短
縮
し
、
技
術
的
に
進
ん
だ
新
じ
い

機
械
設
備
と
の
取
替
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
で
均
一

γ

更
新
用
減
価
償
却
基
金
は
そ
の
一
部
(
一

O
i五
Q
M
m
u
が
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
繰
り
入
れ
ら
れ
、

残
り
の
大
部
分
は
国
家
基
本
建
設
計
画
に
も
と
づ
く
国
家
基
本
投
資
の
財
源
に
あ
て
ら
れ
る
た
め
ス
ト
ロ

イ
パ
ン
ク
に
振
り
込
ま
れ
ろ
。
減
価
償
却
基
金
が
当
該
企
業
に
計
画
さ
れ
た
国
家
基
本
投
資
べ
の
割
当
額

を
超
え
る
場
合
に
辻
、
そ
の
部
分
は
省
に
集
中
さ
れ
、
他
の
企
業
の
国
家
基
本
投
資
用
資
金
と
し
て
利
用

さ
れ
る
。
ま
た
、
更
新
用
償
却
基
金
の
一
部
は
国
家
予
算
へ
も
壁
除
さ
れ
る
。
更
新
用
償
却
基
金
の
利
用

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
墓
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
回
三



く工業における更新用減価償却基金の分配>

(%) 

1980 

表 8

立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
三
九
八
四
年
)

100 

67.5 

20.6 

3.5 

7.3 

1.1 

1975 

100 

74.1 

21. 2 

0.5 

3.4 

0.8 

口o且 pe且. B.K.CeH可arOBa，φIIHaHCOBblepecypcbl 

Hapo且Horo X031I置CTBa.φIIHaHCbl11 CTaTIICTIIKa， 

1982， c.177. 

一
四
四

状
況
は
表
6
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
更
新
用
減
価
償
却
基
金
は
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
へ
の
繰
入
分
も
合
め
ろ
と
工

業
の
基
本
投
資
総
額
の
お
よ
そ
半
分
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
る
(
表
7
、
減
価
償
却
基

金
の
一
部
は
国
家
予
算
に
控
除
さ
れ
、
基
本
投
資
用
の
予
算
資
金
を
形
成
す
る
た
め
、

表
7
に
お
け
る
基
本
投
資
に
占
め
る
減
価
償
却
基
金
の
割
合
は
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
白

己
資
金
と
し
て
の
減
価
償
却
基
金
の
割
合
を
表
わ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
)
。

一
九
七
九
年
七
月
二
一
日
の
党
と
政
府
の
合
同
決
定
「
計
画
化
の
改
善
お
よ
び
生
産

の
効
率
性
と
作
業
の
質
の
向
上
に
対
す
る
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
作
用
の
強
化
に
つ
い

て
」
に
も
と
づ
い
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
実
験
的
に
、
利
潤
分
配
の
ノ
ル
マ
チ

フ
方
式
を
採
用
し
て
い
る
省
の
場
合
、
企
業
で
つ
く
ら
れ
た
利
潤
の
分
配
は
、
部
門
省

を
単
位
と
し
て
総
利
潤
の
う
ち
部
門
省
に
留
保
す
る
利
潤
の
割
合
(
ノ
ル
マ
チ
フ
)
を

れ
る
。
こ
の
場
合
国
家
予
算
へ
の
納
入
責
任
額
は
、
生
産
フ
ォ
ツ
ド
使
用
料
や
定
額
納
付
金
と
、
計
画
で
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
納
入

ま
ず
決
定
し
、
同
時
に
国
家
予
算
へ
の
納
入
責
任
額
も
決
定
す
る
と
い
う
方
法
で
行
わ

全体

・基本投資の資金調達のため銀行振込

.生産発展フ才ンド〈繰入

・長期信用の返済

・国家予算へ控除

.その他

〔出所〕

責
任
額
と
こ
れ
ら
納
付
金
と
の
差
額
で
あ
る
利
潤
控
除
と
か
ら
形
成
さ
れ
る
。
企
業
に
留
保
き
れ
る
利
潤
は
経
済
的
刺
激
フ
ォ
ン
ド
へ
の

繰
入
、
銀
行
信
用
の
元
利
返
済
、
国
家
基
本
投
資
へ
の
充
当
、
流
動
フ
ォ
ン
ド
の
増
加
、
省
や
工
業
連
合
の
上
級
機
関
へ
の
各
種
の
上
納

分
の
支
払
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
ノ
ル
マ
チ
フ
利
潤
分
配
方
式
へ
移
行
し
て
い
な
い
多
数
の
省
の
場
合
に
は
、

一
九
六
五
年

改
革
に
よ
る
利
潤
分
配
方
式
を
踏
襲
し
て
お
り
、
生
産
フ
ォ
ン
ド
使
用
料
や
定
額
納
付
金
な
ど
の
国
家
へ
の
義
務
納
入
を
済
ま
せ
、
企
業



ソ 表 7 <工業基本投資中の更新用償却基金と基本投資充当利潤の割合>
ヴ (100万ループノレ〕
エ

ト 1965 1970 1975 1980 1981 1982 

経芝ム工業基本投資総額 20500 28500 39700 47600 49500 50900 

お B 更新用償却基金 5232 7985 16136 23755 25722 27775 
It 

B/A (%) (25.5) (28.0) (40.6) (49.9) (52.0) (54.6) 
る

章投資と C 基本投資充当利務 2脚 7組 問 4 2932 捌 1 お12
C / A (%) (9.9) (27.5) (16.6) (6.2) (6.1) (6.9) 

〔出所] HapO，llHOe X03冗員CTBOCCCP 1922-1982.， C.551， 560， Hapo且HoeX03兄白CTBO

生産発展

CCCP B 1982r.， c.338， 339， 509， 510， 519から作成。

フ
オ

ン
ド

表 8 <工業企業の利潤分配>(%) 

1970 1975 1980 1981 1982' 

利潤全体 100 100 100 100 100も

。予算納入 71 62 58 60 59 59 

生産フォンド使用料 17 22 24 24 23 

定額納付金 4 1 1 2 

未配分利潤残高 35 30 33 32 32 

明j濁控除 71 4 1 1 2 2 

。企業留保 29 38 42 40 41 41 

墓本投資充当 9 14 10 4 4 4 

経済的刺激フォンド繰入 6 14 17 17 16 17 

流動手段増加と計画欠損の融資 10 4 5 3 3 3. 

その他(長期信用の元利返済など〉 4 6 
四

10 16 18 17 

五 E出所] HapO，llHOe X03宛員CTBOCCCP 1922-1982.， c.551， Hapo且HoeX03H歯CTBOCCCP 

B 1982r.， c.510. 



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

ザ
四
六

に
経
済
的
刺
激
フ
ォ
ン
ド
や
国
家
基
本
投
資
充
当
な
ど
の
計
画
支
出
分
を
留
保
し
た
残
り
は
、
未
配
分
利
潤
残
高
と
し
て
全
て
国
庫
へ
納

入
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
。
工
業
企
業
の
利
潤
分
配
は
表

8
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
利
潤
分
配
の
結
果
、
企
業
留
保
利
潤
か
ら
自
己
資
金
と
し
て
基
本
投
資
に
あ
て
ら
れ
る
の
は
、
国
家
基
本
建
設
計
画
に
も

と
や
つ
い
て
直
接
国
家
基
本
投
資
に
充
当
さ
れ
る
部
分
と
、
経
済
的
刺
激
フ
ォ
ン
ド
へ
繰
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
定
通
し
て
基
本
投
資
に
ま
わ

さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
基
本
投
資
の
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
経
済
的
刺
激
フ
ォ
ン
ド
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
と
社
会
的
文
化
措
置
・
住

宅
建
設
フ
ォ
ン
ド
で
あ
る
が
、
前
者
は
生
産
的
用
途
の
基
本
投
資
に
、
後
者
は
非
生
産
的
用
途
の
基
本
投
資
に
向
け
ら
れ
る
。
企
業
留
保

利
潤
か
ら
置
接
国
家
基
本
投
資
に
充
当
さ
れ
る
部
分
は
、
現
在
工
業
利
潤
の
四

m
Lす
ぎ
ず
(
表
8
V
工
業
基
本
投
資
総
額
中
の
割
合
も

わ
ず
か
六

i
七
銘
(
表
7
)
で
し
か
な
く
、
一
九
六
五
年
改
革
あ
る
い
は
一
九
七
九
年
決
定
に
よ
る
利
潤
分
配
方
式
の
手
直
し
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
基
本
投
資
の
自
己
資
金
と
し
て
の
、
し
た
が
っ
て
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
強
化
の
具
体
的
裏
付
と
し
て
の
利
潤
の
役
割
は

た
ん
に
量
的
側
面
か
ら
見
た
だ
け
で
も
い
ま
だ
に
き
わ
め
て
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
〈
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
四

寧
に
お
い
て
も
触
れ
る
)
。

(

1

)

こ
の
た
め
、
「
中
央
集
中
的
基
本
投
資
の
領
域
で
の
自
己
金
融
は
、
そ
の
本
性
に
お
い
て
予
算
に
よ
る
資
金
調
達
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」

(
フ
ェ
ド
レ
ン
コ
、
。
へ
ト
ラ
コ
フ
一
揮
者
、
田
中
雄
三
訳
『
現
代
社
会
主
義
経
済
の
機
能
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
ハ
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
房

γ
一
七
二
ペ
ー
ジ
)
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
@

ハ
2
〉
森
掌
『
現
代
社
会
主
義
の
会
計
構
造
』

(
大
月
害
届
〉
二
四
八
|
九
ペ
ー
ジ
@



生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

1 

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
制
度
的
変
遷

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
一
九
六
五
年
経
済
改
革
に
よ
っ
て
新
た
に
形
成
さ
れ
た
三
つ
の
経
済
的
刺
激
フ
ォ
ン
ド
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り

(
他
は
物
質
的
奨
励
フ
ォ
ン
ド
と
社
会
的
文
化
措
置
・
住
宅
建
設
フ
ォ
ン
ド
〉
、
国
家
基
本
建
設
計
画
に
も
と
ぞ
つ
い
た
投
資
と
は
別
に
、

個
々
の
企
業
の
自
主
的
計
画
に
も
と
づ
い
て
使
用
で
き
る
基
本
投
資
用
白
己
資
金
と
し
て
、
基
本
投
資
の
分
野
へ
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト

制
民
の
導
入
、
強
化
を
ね
ら
い
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
フ
ォ
ン
ド
資
金
の
投
資
対
象
は
、

一
九
六
宜
年
設
置
当
初
は
、
新
技
術
の
導

入
、
生
産
の
機
械
化
、
自
動
化
、
設
備
の
近
代
化
、
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
更
新
、
生
産
・
労
働
組
織
の
改
替
で
あ
り
、
そ
の
他
に
企
業
の
改

造
や
拡
張
を
伴
わ
ず
に
行
わ
れ
る
新
製
品
の
開
発
、
生
産
性
向
上
、
原
価
引
下
げ
、
品
質
改
善
、
収
益
性
向
上
な
ど
の
諾
措
置

i
lつ
ま

り
企
業
の
装
備
の
改
善
|
|
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
刀
v
。

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
財
源
は
企
業
留
保
利
潤
か
ら
と
更
新
用
減
価
償
却
基
金
か
ら
の
一
定
割
合
に
よ
る
繰
入
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の

他
に
除
却
資
産
の
売
上
金
な
ど
を
含
め
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
フ
ォ
ン
ド
は
企
業
利
潤
の
大
き
さ
に
応
じ
て
フ
ォ
ン

ド
の
規
模
に
も
あ
る
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
と
の
フ
ォ
ン
ド
資
金
の
使
途
に
か
ん
し
て
は
企
業
が
自
主
的
に
基
本
投

資
計
画
を
作
成
し
う
る
と
い
う
点
で
一
九
六
五
年
改
革
の
も
と
で
の
企
業
自
主
性
拡
大
、
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
強
化
の
政
策
を
象
徴
す
る

存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
ま
さ
に
一
九
六
五
年
改
革
の
「
申
し
子
」
で
あ
り
、
経
済
の
分
権
化
を
推
進
す

べ
く
基
本
投
資
の
分
野
に
導
入
さ
れ
た
こ
の
フ
ォ
ン
ド
が
、
そ
の
後
の
経
済
運
営
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
扱
わ
れ
て
現
在
に

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

-
四
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

一
四
八

至
っ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
、

一
九
六
五
年
改
革
以
降
の
ソ
連
の
企
業
の
状
態
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
一
つ
の
重
要
な
目
安
を

提
供
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

国
家
基
本
建
設
計
画
に
も
と
づ
く
中
央
集
中
的
投
資
に
対
し
て
非
中
央
集
中
的
投
資
の
財
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
生
産
発
展
プ
オ

ン
ド
は
、

一
九
六
五
年
の
形
成
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
間
の

ソ
連
経
済
の
政
策
上
の
変
化
を
直
接
、
間
接
に
反
映
し
て
、
制
度
的
に
は
い
く
度
か
の
変
更
、
手
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
家
計
画
の
枠
を
越
え
て
基
本
投
資
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
非
中
央
集
中
的
投
資
は
、
企
業
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金
を
核
に
長
期

信
用
の
融
資
も
合
わ
せ
て
一
九
七
二
年
ご
ろ
に
は
か
な
り
の
規
模
に
達
し
、
国
家
基
本
投
資
全
体
の
お
よ
そ
二

O
Mを
占
め
る
ま
で
に
増

(

2

)

 

大
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
企
業
の
自
主
的
な
基
本
投
資
の
割
合
が
増
大
す
る
に
従
っ
て
、
そ
の
基
本
投
資
を
具
体
的
に
保
障
す
る
資
材
・
機

械
補
給
や
追
加
労
働
力
へ
の
賃
金
支
払
、
建
設
・
組
立
作
業
を
実
際
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
非
中
央
集
中

的
基
本
投
資
の
導
入
に
と
も
な
っ
て
資
材
・
機
械
補
給
な
ど
の
諸
制
度
を
分
権
化
せ
ず
に
、
生
産
手
段
の
分
配
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て

旧
来
か
ら
の
厳
格
な
中
央
集
権
的
割
当
配
分
方
式
を
採
り
続
け
て
い
る
た
め
、
国
家
計
画
の
枠
か
ら
外
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
カ
バ
ー
し

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

(
3
)
 

資
金
の
流
出
」
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
、
国
家
計
画
に
も
と
づ
い
た
基
本
建
設
そ
の
も
の
に
大
き
な
被
害
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

き
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
国
民
経
済
全
体
で
基
本
建
設
の
件
数
が
一
斉
に
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
資
材
や
労
働
力
の

「
未
完
成
建
設
の
増
大
、
多
数
の
建
設
へ
の
資
金
の
分
散
、
二
次
的
(
国
家
的
観
点
か
ら
み
て
l
成
田
)
建
設
へ
の

た
め
一
九
七
三
年
に
は
非
中
央
集
中
的
基
本
投
資
を
国
家
計
画
の
中
に
包
含
す
る
必
要
が
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
非
中
央
集
中
的
投
資
の

規
模
も
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
辺
~
。
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金
が
投
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
装
備
改
善
の
分
野
に
つ
い
て
も
、



多
く
は
国
家
計
画
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
が
基
本
投
資
全
体
に
占
め
る
割
合
も
低
下
し
、
資
材
補
給

の
裏
付
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
未
使
用
が
出
る
ま
で
に
至
っ
た
が
、
こ
の
未
使
用
分
は
国
家
集
中
的
投
資
の
財
源

と
し
て
流
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
ワ
た
。

一
九
七
七
年
心
は
、
茎
本
投
資
の
国
家
集
中
的
投
資
と
非
中
央
集
中
的
投
資
の
区
分
そ
の
も
の
が
曙
止
さ
れ
、
基
本
投
資
は
全
て
国
家

計
画
に
も
と
づ
く
国
家
集
中
的
投
資
に
一
本
化
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

一
九
七
七
年
か
ら
は
そ
れ
ま
で
非
中
央
集
中
的
投
資
資
金
が
投
下

さ
れ
て
い
た
装
備
の
改
警
に
つ
い
て
は
、
企
業
改
造
と
と
も
に
、
国
家
基
本
投
資
総
額
の
中
で
こ
れ
ら
の
分
野
へ
の
投
資
分
を
区
分
し
た

上
で
、
全
体
と
し
て
国
家
計
画
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
国
家
基
本
建
設
計
画
で
決
め
ら
れ
た
装
備
の

改
善
と
改
造
の
た
め
の
資
金
源
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
比
較
的
少
な
い
投
資
資
金
に
よ
っ
て
自
ら
の
企
業
の
技
術
進
歩
や
装
備
の
改
善
を
は
か
り
、

積
極
的
に
生
産
の
効
率
性
向
上
に
つ
と
め
よ
う
と
す
る
企
業
の
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
と
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
非
中
央
集

中
的
投
資
の
不
日
比
を
補
う
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
た
長
期
信
用
の
利
用
に
対
す
る
企
業
の
関
心
を
薄
め
る
こ
と
に
も
な
り
、
企
業
は
再
び

国
家
予
算
資
金
の
獲
得
に
主
要
な
関
心
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
。
資
材
・
機
械
補
給
制
度
の
不
備
や
投
資
資
金
の
分
散
を
口
実
と
し
て
と

ら
れ
た
こ
の
よ
、
7
な
措
置
は
、
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
や
自
主
性
の
強
化
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
九
六
五
年
改
革
の
構
想
を

大
き
く
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、

一
九
七
九
年
の
党
と
政
府
の
合
同
決
定
に
お
い
て
は
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
改
め
て
基
本
投
資
の
非
中
央
集
中
的
投
資
財

源
と
し
て
そ
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
使
用
計
画
は
以
前
の
よ
う
に
企
業

に
作
成
権
限
が
与
え
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
一
九
六
五
年
改
革
時
と
は
異
な
り
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
よ
る
基
本
投
資
を
あ

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
寸
ン
ド

日
四
九
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ら
か
じ
め
国
家
基
本
建
設
計
画
の
中
に
組
み
入
れ
て
お
く
形
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
辺
。
こ
の
措
置
は
、
従
来
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン

ド
の
最
大
の
欠
陥
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
、
計
画
の
遂
行
に
必
要
な
資
材
・
機
械
補
給
が
十
分
得
ら
れ
な
い
点
を
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

資
金
に
よ
る
投
資
を
は
じ
め
か
ら
国
家
計
画
の
中
に
組
み
込
ん
で
お
き
、
そ
の
中
で
優
先
的
に
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
回
避
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
同
様
に
し
て
、
建
設
・
組
立
の
請
負
作
業
な
ど
に
つ
い
て
も
優
先
的
に
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
唯
一
の
非
中
央
集
中
的
投
資
財
源
で
あ
る
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
役
割
を
、
国
家
計
画
の
中
に
優
先
的
に
組
み
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
発
揮
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
存
在
を
そ
れ
ま
で
の
名
目
的
な
む
の
か
ら
実
質
的
な
も
の
代
変
え
る
意
味

で
一
定
の
前
進
で
は
あ
る
が
、

一
九
六
五
年
改
革
時

ιお
け
る
こ
の
フ
ォ
ン
ド
新
設
の
趣
旨
か
ら
は
必
ず
し
も
全
面
的
に
進
歩
的
な
措
置

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、

一
九
六
五
年
改
革
時
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
位
置
づ
け
は
、
将
来
的
な
資
材
・
機
械
補
給
制
度

の
分
権
化
を
前
提
と
し
て
、
企
業
が
独
自
に
計
画
し
た
基
本
投
資
を
適
時
に
実
行
に
移
せ
る
状
態
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
そ
の

後
の
事
態
は
、
む
し
ろ
反
対
に
、
資
材
・
機
械
補
給
の
中
央
集
権
的
割
当
配
分
方
式
を
あ
く
ま
で
も
厳
格
に
維
持
し
た
ま
ま
、
ぞ
れ
を
変

え
る
こ
と
な
く
非
中
央
集
中
的
投
資
の
内
実
そ
の
も
の
を
な
し
く
ず
し
的
に
変
え
る
方
向
で
推
移
し
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

一
九
七
九
年
に
お
け
る
非
中
央
集
中
的
投
資
財
源
と
し
て
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
役
割
の
再
強
調
は
、

一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
強
ま

っ
た
経
済
運
営
の
再
集
権
化
傾
向
を
、
経
済
機
構
そ
の
も
の
の
全
般
的
な
分
権
化
に
着
手
す
る
こ
と
な
し
に
、
部
分
的
に
手
直
し
し
よ
う

と
す
る
後
ろ
向
き
の
調
整
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

Q

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
、
そ
の
投
資
分
野
に
つ
い
て
、

一
九
七
七
年
か
ら
一
九
八

O
年
ま
で
は
装
備
の
改
善
と
改
造
を
対
象
と
し
て
い

一
九
八
一
年
か
ら
は
再
び
装
備
の
改
善
の
み
を
対
象
と
し
て
投
資
さ
れ
る
こ
と
に
変
更
さ
に
日
。

た
の
に
対
し
、

(

1

)
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生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
構
造

a 

工
業
の
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

工
業
企
業
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
が
工
業
の
基
本
投
資
総
額
に
占
め
る
割
合
は
表
9
の
通
り
で
あ
る
が
、

一
九
八
一
一
年
に
は
お
よ
そ

四
労
で
し
か
な
く
、
基
本
投
資
の
財
源
に
占
め
る
比
重
は
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
、

は
装
備
の
改
善
と
企
業
の
改
造
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
っ
九
八
一
年
か
ら
は
装
備
の
改
善
に
限
定
〉
、
使
途
を
そ
の
よ

一
九
八

O
年
ま
で

う
に
限
っ
た
場
合
で
さ
え
も
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金
だ
け
で
は
そ
の
た
め
に
必
要
な
投
資
額
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
工
業
の
基
本
投
資
の
う
ち
装
備
の
改
善
と
改
造
に
対
し
て
は
一
九
人

O
年
に
基
本
投
資
の
一
三
一
・
七
労
(
二
六
工
業
省
の
平
均
)

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
五
一
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が
振
り
向
け
ら
れ
た
が
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
こ
の
年
に
工
業
基
本
投
資
の
一
五
銘
し
か
供
給
で
き
な

1982 

50900 

7270 

14.3 

1981 

49500 

7120 

14.4 

1980 

47600 

7251 

15.2 

1975 

39700 

5405 

13.6 

1970 

工業基本投資総額

工業企業の生産発展フォンド

B/A (銘〉

A 

B 

五

か
っ
た
〈
表

9
Y

こ
の
点
に
フ
い
て
個
々
の
工
業
省
ご
と
に
具
体
的
に
見
た
の
が
表
叩
で
あ
る

が
、
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
多
く
の
省
で
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金

ま
た
、

Hapo且HoeX03051首CTBOCCCP B 1982r.， c. 338， 339， 518から作成。

だ
け
で
は
自
分
の
省
の
装
備
の
改
善
と
改
造
の
た
め
の
投
資
資
金
を
調
達
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。

こ
の
表
叩
に
は
、

一
九
八

O
年
の
二
二
の
ヱ
業
省
に
お
け
る
基
本
投
資
中
の
装
備
改
善
と
改
造
へ
の
投

資
の
割
合
と
、
基
本
投
資
中
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
割
合
お
よ
び
更
新
用
減
価
償
却
基
金
と
利
潤
か
ら

の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
へ
の
操
入
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
で
み
る
限
り
、
各
省
に
お
け
る
基
本
投

資
中
の
装
備
改
善
、
改
造
の
割
合
と
基
本
投
資
中
の
生
産
発
展
ブ
オ
ン
ド
の
割
合
と
の
関
係
、
お
よ
び
そ

れ
ら
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
へ
の
各
財
源
か
ら
の
操
入
率
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
は
こ
れ

ら
の
間
に
明
確
な
対
応
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
基
本
投
資
中
の
装
備
改

善
、
改
造
の
割
合
と
こ
れ
ら
の
分
野
に
投
下
さ
れ
る
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金
の
大
き
さ
と
が
十
分
に
関

連
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
大
き
さ
を
決
定
す
る
と
に
な
る
更
新
用
減

価
償
却
基
金
や
利
潤
か
ら
の
生
産
発
展
プ
オ
ン
ド
へ
の
繰
入
額
が
装
備
改
善
や
改
造
の
規
模
お
よ
び
そ
の

た
め
の
必
要
額
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は

後
述
)
。

〔出所〕

ま
た
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金
が
基
本
投
資
中
に
占
め
る
割
合
は
、
各
々
の
省
の
特
殊
性
1

1
固
定

フ
ォ
ン
ド
の
規
模
や
そ
の
内
容
構
成
(
機
械
装
備
類
と
建
物
と
の
比
率
|
|
こ
れ
ら
は
償
却
率
が
異
な
る
〉



<1980年の工業省ごとの装備改善と改造への基本投資の割合，生産発展

フォンドの割合および生産発展フォンドの形成財源>c的

基中と本改の投造装備資の総改割額善合

基本投産資に対 更新用減価償 利生産潤総発額中の
看 する生発展 却控除から生 展フォ

フォンドの割 産発展フォン ンドへの繰入
d日』 ドへの繰入率 率

ソ連邦エネルギー省 3.5 3.0 2.8 1.2 

石油産業省 2.6 3.4 10.2 o. 7 

ソ連邦石油化学工業省 19.6 24.6 28.2 1.6 

ガス工業省 2.8 1.3 9.1 0.3 

ソ連邦石炭産業省 60.1 9.3 11. 3 5.7 

ソ連邦鉄鋼業省 33.4 20.9 25.6 2.7 

エネルギー機械省 18.5 11.7 43.5 3.2 

重機械省 37.4 21. 5 36.4 6.4 

電気技術工業省 49.9 39.9 42.3 9.7 

化学機械省 54.1 34.7 41. 3 5.1 

工作機械工業省 61. 8 36.8 39.9 5.7 

器具製作省 77.8 42.7 26.3 5.5 

自動車工業省 27.1 25.6 30.3 4.2 

農業機械省 30.8 27.9 40.9 4.3 

畜産機械省 34.2 32.3 65.0 7.8 

道路建設機械省 56.2 39.1 34.2 5.0 

軽・食品機械省 65.1 42.8 21. 0 9.8 

ソ連邦木材・紙工業省 40.0 18.5 17.9 3.9 

ソ連邦建設資材省 28.2 25.0 21. 3 4.9 

ソ連邦軽工業省 59.8 44.6 50.3 3. 1 

ソ連邦食品工業省 29.3 15.7 13.5 5.0 

ソ連邦食肉牛乳省 42.7 45.5 20.0 6.5 

表10

ソ
グ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
五
三

E出所〕 φ.， c.54. 
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<1972-1981年における器具製作省の基本投資

の財源構成>c紛

表11
b 

1981 

100 

8. 1 

21. 5 

70.4 

50.7 

一
五
四

あ
る
い
は
収
益
率
の
ち
が
い
な
と
ー
ー
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
さ
ら
に
同
一
の
省
で
あ
っ

て
も
減
価
償
却
率
の
改
訂
ゃ
、
価
格
改
訂
に
よ
る
収
益
率
の
変
動
な
ど
の
政
策
的
要
因
に

よ
っ
て
、
歴
史
的
に
も
変
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
器
具
製
作
省
の
場
合
、

一
九
七
二
年

1972 

100 

61. 2 

11. 2 

27.6 

16.2 

と
一
九
人
一
年
と
で
は
基
本
投
資
の
財
源
構
成
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
生
産
発
展
フ

予算資金

自己資金

・利潤

・減価償却基金

.非中央集中的財源

そのうち生産発展フォンド

長期信用

オ
ン
ド
は
こ
の
間
に
三
倍
以
上
も
そ
の
比
重
を
高
め
て
い
る
(
表
口
)
。
こ
の
変
化
は
、
主

一
方
で
は
、

一
九
七
五
年
に
お
け
る
減
価
償
却
率
の
改
訂
に
よ
る
更
新
用
償
却

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
財
源

と
し
て
、

率
の
上
昇
と
そ
れ
に
よ
る
償
却
基
金
の
比
重
の
増
大
お
土
び
そ
こ
か
ら
の
生
産
発
展
プ
オ

ン
ド
へ
の
綿
入
額
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

他
方
で
は
、

一
九
七
三
年
、

一
九
七

φ.， c.36. 

五
年
、

一
九
七
六
年
に
お
け
る
器
具
製
品
価
格
の
大
幅
引
下
げ
に
よ
る
省
の
収
益
率
の
低

下
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
基
本
投
資
財
源
と
し
て
の
利
潤
の
割
合
の

〔出所〕

極
端
な
低
下
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
相
対
的
な
上
昇
が
あ
ら
わ
れ
た
。

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
財
源
は
更
新
用
減
価
償
却
基
金
や
企
業
留
保
利
潤
か
ら
の
繰
入
と
除
却
資
産
の
売
上
金
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
最
大
の
財
源
は
減
価
償
却
基
金
か
ら
の
繰
入
分
で
あ
り
、

一
九
八

O
年
に
は
工
業
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

全
体
の
五
九
・
二
%
で
あ
っ
た
。
第
二
の
財
源
は
利
潤
か
ら
の
繰
人
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
三
・
五
銘
で
あ
っ
た
(
表

uv

更
新
用
減
価
償
却
基
金
か
ら
は
全
体
の
一

oi五
O
M
m
の
範
囲
内
で
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る



<エ業における生産発展フォンドの財源構成>c勿〉

11969 1971 

表12

1980 

全体

・利潤からの繰入

・減価償却基金からの繰入 i
・除却資産の売上金 i 
・その他 ! 

E出所] 1969-1976一一COBepweHCTBOBaHueX03paC明 THoroMeXaHH3Ma pa3BHTHH npo同

113BOl¥CTBa. 9KoHoMIIKa， 1978， c.140， 1980-ーφIIHaHCOBblepecypcbl Hapo且Horo

E喪主:X03冗員CTBa.φIIHaHCbl11 CTaIlCTIIKa， 1982， C .177. 

100 

33.5 

59.2 

6.3 

1.0 

1976 

100 

36.1 

56.0 

7.0 

0.9 

1975 

100 

36.4 

55.6 

7.2 

0.8 

1973 

100 

35.3 

55.2 

7.7 

1.8 

100 

35.5 

54.7 

9.4 

0.4 

100 

32.3 

58.4 

9.0 

0.3 

が
、
工
業
全
体
で
み
る
な
ら
一
九
八

O
年
に
は
更
新
用
償
却
基
金
の
約
一
八
%
が
生
産
発
展

フ
ォ
ン
ド
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
利
潤
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
一
九

八
C
年
に
は
工
業
利
潤
全
体
の
一
ニ
・
四
Mm
で
し
か
に
ゆ
各
々
の
工
業
省
ご
と
の
生
産
発
展

フ
ォ
ン
ド
の
財
源
構
成
は
次
頁
の
表
日
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
各
部
門
省
ご
と
の
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
内
容
や
収
益
率
の
相
違
な
ど
に
よ

っ
て
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
先
に
掲
げ
た
表
叩
の
数
字
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
更
新
用
減
価

償
却
基
金
か
ら
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
へ
の
繰
入
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
石
油
、
ガ
ス
、
鉄

鋼
、
石
油
化
学
な
ど
の
装
置
産
業
部
門
で
は
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
食
品
、
食
肉

牛
乳
な
ど
軽
・
食
品
工
業
部
門
で
は
反
対
に
利
潤
か
ら
の
繰
入
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
大
き
さ
は
装
備
の
改
善
と
改
造
へ

の
投
資
の
た
め
に
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
最
大
の

要
因
は
装
備
の
改
善
や
改
造
、
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
取
替
に
か
ん
す
る
基
本
建
設
計
画
と
そ
の

た
め
の
資
金
調
達
源
で
あ
る
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
お
よ
び
吏
新
用
償
却
基
金
の
大
き
さ
と
が

十
分
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
固
定
フ
寸
ン
ド
の
麿
耗
度
の
少

な
い
設
備
を
有
す
る
企
業
が
物
理
的
磨
耗
の
度
合
が
激
し
く
、
古
い
設
備
を
有
す
る
企
業
よ

り
大
き
な
投
資
財
源
を
持
っ
て
い
る
な
ど
、
更
新
用
償
却
基
金
か
ら
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
へ

の
繰
入
ノ
ル
マ
チ
フ
に
は
っ
き
り
と
し
た
根
拠
が
な
く
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
大
き
さ
と

ヅ
ゲ
ェ
ト
経
済
に
お
付
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
F

五
五



<1980年のエ業省ごとの生産発展フォンドの財源構成>C%) 

l芸新用償却基|利 溺1:却資産売上|そ

表13

イ也

立
教
経
済
学
研
究
第
三
一
八
巻
二
号
ハ
一
九
八
四
年
〉

σ〉省

0.6 18.8 37.8 42.8 ソ連邦エネルギー省

20.5 8.3 71. 2 石油産業省

0.3 2‘6 21.4 75.7 ソ連邦石油化学工業省

11. 6 7.7 80.7 ガス工業省

9.4 9.0 

3.3 

15.0 66.6 ソ連邦石炭産業省

0.3 18.0 78.4 ソ連邦鉄鋼業省

1.6 4.1 11. 9 82.4 エネノレギー機械省

2.3 4.8 28.5 64.4 重機械省

1.0 5. 1 46.5 47.4 電気技術工業省

1.7 7.0 35.0 56.3 化学機械省

1.5 9.5 39.8 49.2 工作機械省

2.0 8.3 63.9 25.8 器具製作省

2. 1 3.5 28. 1 66.3 自動車工業省

0.4 4.2 25. 7 69.7 農業機械省

1.1 4.6 42.6 51. 7 ii'産機械省

1.4 8.2 45.3 45.1 道路建設機械省

8.9 64.1 27.0 軽・食品機械省

1.2 8.7 27.3 62.8 ソ連邦木材・紙工業省

0.2 7.9 32.6 59.3 ソ連邦建設資材省

0.1 2.5 38.1 59.3 ソ連邦軽工業省

0.7 6.4 65.1 27.8 ソ連邦食品工業省

一
五
六

0.2 

〔出所〕 φ.， c.57. 

3.6 75.9 20.3 ソ連邦食肉牛乳省



<生産発展フォンドの分配>(%) 

1980 

100 

76.4 

23.6 

16.6 

2.2 

4.8 

1976 

100 

60.2 

39.8 

14.3 

1975 

100 

57.6 

42.4 

12.2 

1974 

100 

57.9 

42.1 

12.0 

1973 

100 

61. 3 

38.7 

11. 5 

1972 

100 

87.8 

12.2 

8.2 

1971 

100 

88.8 

11.2 

7.8 

25.5 

〔出所] 1971-1976一一COBepWHCTBOBaHHeX03paC'IeTHOrO MeXaHH3Ma pa3BHTHlI npOH3. 

BOIlCTBa. 3KoHoMHKa， 1978， c.143， 1980--(28工業省について〉 φ.，c.58. 

固
定
フ
ォ
ン
ド
の
磨
耗
度
と
が
直
接
の
関
係
な
く
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
生
産
発
展
フ
ォ

ン
ド
は
そ
の
形
成
基
準
自
体
が
明
確
で
な
い
ま
ま
も
っ
ぱ
ら
経
験
的
に
設
定
さ
れ
て
き
た
と

い
ハ
九
。
こ
の
た
め
、
工
業
に
お
け
る
除
却
資
産
の
補
填
の
た
め
に
は
本
来
更
新
用
減
価
償
却

基
金
の
七

O
t七
五
Mm
は
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
そ
れ
を
大
き
く
下
回

(

4

)

 

る
部
分
し
か
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
は
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
利
潤
か
ら
の
生

産
発
展
フ
ォ
ン
ド
へ
の
繰
入
額
は
、
企
業
の
収
益
性
水
準
や
国
家
へ
の
利
潤
納
入
を
含
め
た

計
画
支
出
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
が
、
企
業
留
保
利
潤
の
相
対
的
少
な
さ
の
た
め

に
生
崖
発
展
フ
ォ
ン
ド
へ
の
繰
入
も
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

c 

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
使
途

30.2 30.1 27.2 4.0 3.4 

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
、

一
般
的
に
は
基
本
投
資
の
う
ち
の
装
備
の
改
善
と
改
造
(
一
九

八
一
年
か
ら
は
装
備
の
改
善
の
み
)
の
た
め
の
資
金
調
達
源
と
さ
れ
て
い
る
が
、
厳
密
に
い

う
な
ら
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
企
業
の
基
本
投
資
の
財
源
以
外
に
地
方
自
動
車
道
路
の
建

設
と
修
理
や
長
期
銀
行
信
用
の
返
済
な
ど
の
財
源
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
(
表

u
y

」
の
表
M
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

一
九
七
五
年
に
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
四
割
以
上

も
の
資
金
が
企
業
の
基
本
投
資
と
は
直
接
関
係
の
な
い
用
途
に
支
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
近
年
は
基
本
投
資
以
外
へ
の
支
出
割
合
が
減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
っ
て

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
五
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

-
玄
八

た
だ
で
さ
え
乏
し
い
基
本
投
資
用
自
己
資
金
の
、
そ
れ
も
非
中
央
集
中
的
投
資
源
と
し
て
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
役
割
は
一
層
制
限
さ

れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

一
九
七
五
年
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
純
粋
に
企
業
の
基
本
投
資
の
財
源
と
し
て
使
用
さ
れ
た
生
産
発

(
一
九
八

O
年
の
場
合
に
は
一
一

mv
一
九
七

展
フ
ォ
ン
ド
の
割
合
は
、
工
業
基
本
投
資
総
額
の
八
%
に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る

三
年
以
降
の
基
本
投
資
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
が
資
材
・
機
械
補
給
制
度
な
ど
の
不

備
を
理
由
に
し
て
非
中
夫
集
中
的
投
資
の
財
源
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
、
装
備
の
改
善
へ
の
投
資
の
多
く
が
国
家
資
金
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
こ
の
分
野
へ
の
投
資
が
減
少
し
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

一
九
八
一
年
か
ら
は
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
よ
る
基
本
投
資
の
対
象
が
、

一
九
七
七
年
か
ら
一
九
八

O
年
ま
で
の
装
備

改
善
と
改
造
に
対
し
て
装
備
の
改
善
の
み
に
限
定
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
省
|
|
石
油
産
業
、
鉄
鋼
業
、
建

(
6
)
 

設
資
材
工
業
な
ど
ー
ー
で
は
投
資
対
象
が
限
定
さ
れ
た
分
だ
け
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
規
模
も
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
八

年
以
降
、
工
業
基
本
投
資
全
体
に
占
め
る
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
割
合
が
減
少
し
(
一
九
八

O
年
一
五
・
二
第
、

一
九
八
一
年
一
四
・
四

年

九九
)¥)¥ 

年年

マ四
イ・
ナ三
ス%

% : 
、表

9 
参
照

% 

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
年
増
加
率
も
マ
イ
ナ
ス
あ
る
い
は
著
し
く
鈍
化
(
?
九
八

O

一
九
八
一
年

i
一
九
八
二
年
・
:
二
%
)
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

装
備
改
善
と
改
造
は
企
業
の
新
設
や
拡
張
に
比
べ
る
と
費
用
が
安
あ
が
り
で
あ
り
、
比
較
的
短
期
間
に
一
定
の
生
産
性
向
上
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
装
備
の
改
善
と
改
造
と
で
は
投
資
の
規
模
や
建
設
期
間
、
回
収
期
間
に
大
き
な
ち
が
い
が
あ
り
、
数

年
に
一
度
行
わ
れ
、
大
き
な
資
金
を
必
要
と
す
る
改
造
と
比
べ
る
と
個
々
の
装
備
の
取
替
や
機
械
化
、
近
代
化
を
内
容
と
す
る
装
備
の
改

普
へ
の
投
資
は
少
な
い
支
出
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
も
と
量
的
に
わ
ず
か
な
資
金
し
か
調
達
で
き
な
い
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

か
ら
、
改
造
用
費
用
ま
で
も
捻
出
す
る
こ
と
は
実
質
的
に
無
理
で
あ
る
と
し
て
そ
の
投
資
対
象
を
縮
小
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ツ



連
の
若
干
の
研
究
者
か
ら
む
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
九
口
、
企
業
の
他
の
自
己
資
金
を
も
統
合
し
て
生
産
発
展
ア
オ
ン
ド
の
規
模
を
拡
犬
し

た
総
合
的
な
基
本
投
資
の
財
源
を
形
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
装
備
の
改
善
だ
け
で
な
く
改
造
や
拡
張
へ
も
投
資
し
↑
つ
る
体
制
を
つ
く
る
べ

き
だ
と
す
る
境
極
的
な
立
場
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
)
か
ら
み
る
な
ら
、
こ
れ
は
い
か
に
も
後
ろ
向
き
の
変
吏
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
措
置
に
よ
っ
て
企
業
が
白
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ヴ
で
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
改
善
を
は
か
る
可
能
性
は
さ
ら
に
狭
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
具
体
的
な
内
容
を
み
て
く
る
と
、
こ
の
フ
ォ
ン
ド
に
か
ん
す
る
最
大
の
問
鰹
点
の
一
つ
は
、
何

よ
り
も
そ
の
量
的
な
貧
弱
さ
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト
を
強
化
し
、
効
率
的
な
経
済
運
営
を
行
う
う
え
で
企
業
の
自
己
資
金
に
よ
る
基
本
投
資
が
き
わ
め
て
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
核
と
し
て
機
能
す
べ
き
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
が
工
業
基
本
投
資
全

体
の
一
四

t
一
五
M

m

(

実
質
的
に
基
本
授
資
に
使
用
さ
れ
る
の
は
一

O
形
前
後
)
で
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
の
実
際
の
運
用
バ
様
々
の
限

定
、
制
限
が
付
け
ら
れ
て
い
る
事
実
は
、
そ
の
役
割
が
か
な
り
名
目
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
生
産
発
展
フ
ォ

ン
ド
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
の
は
、
た
ん
に
そ
れ
が
企
業
の
自
己
資
金
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
で
は
な
く
、
そ
れ
が
自
己

資
金
の
中
で
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
自
主
的
な
基
本
投
資
の
財
源
で
あ
り
、
企
業
白
ら
が
そ
の
使
用
計
画
を
作
成
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
他
の
基
本
投
資
用
自
己
資
金
は
名
目
上
は
自
己
資
金
で
あ
る
に
し
て
も
そ
の
運
用
は
国
家
計
画
に
お
い
て
厳
し
く

規
制
さ
れ
て
お
り
、
企
業
が
そ
の
資
金
を
使
っ
て
自
ら
の
生
産
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
条
件
の
も
と
に
は
な
い
。
こ
の
た
め
、

企
業
自
主
性
の
拡
大
、
ホ
ス
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
強
化
の
う
え
で
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
果
す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
う
乙
と
が
で
き

る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
、

一
方
で
は
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
の
強
化
を
掲
げ
て
こ
の
フ
ォ
ン
ド
の
役
割
宏
強
調
し
な
が
ら
も
、
他
方
で

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
五
九
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3 

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
運
用
と
そ
の
問
題
点

-
|
部
門
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
1

1

非
中
央
集
中
的
基
本
投
資
の
資
金
調
達
源
で
あ
る
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
空
洞
化
を
、
そ
の
量
的
貧
弱
さ
と
と
も
に
象
徴
的
に
示
し
て

い
る
の
は
、
以
下
に
み
る
よ
う
な
、
そ
の
実
際
の
運
用
面
に
お
い
て
で
あ
る
。

ソ
速
に
お
け
る
部
門
別
管
理
方
式
の
も
と
で
は
、
個
々
の
企
業
に
対
す
る
経
済
管
理
は
、
通
常
は
部
門
の
国
家
管
理
機
関
で
あ
る
省
お

よ
び
亜
部
門
の
中
間
管
理
機
調
で
あ
る
工
業
連
合
皆
通
し
て
垂
直
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は

企
業
の
統
合
や
合
同
の
結
成
お
よ
び
亜
部
門
全
体
を
統
括
し
た
工
業
連
合
の
結
成
を
背
景
に
、
部
門
、
亜
部
門
を
一

つ
の
採
算
単
位
と

し
、
部
門
(
亜
部
門
)
の
規
模
で
の
拡
大
再
生
産
の
実
現
を
追
求
す
る
部
門
(
亜
部
門
〉
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

1
ト
の
考
え
が
強
く
打
ち
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
傾
向
は
一
九
七
九
年
の
党
と
政
府
の
合
同
決
定
に
よ
る
ノ
ル
マ
チ
フ
利
潤
分
配
方
式
(
企
業
で
つ
く
ら

れ
た
利
潤
の
分
配
に
つ
い
て
、
先
ず
当
該
企
業
の
所
属
す
る
部
門
省
全
体
と
国
家
と
の
聞
で
、

一
定
の
割
合
(
ノ
ル
マ
チ
フ
)
に
も
と
寺
つ

い
て
利
潤
の
分
割
を
決
定
す
る
方
式
)
の
探
用
と
と
も
に
一
層
強
力
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
部
門
別
管
理
方
式
の
も
と
で
の
部

門
ホ
ス
ラ
ス
ナ
ョ
!
ト
の
追
求
は
、
部
門
を
最
終
的
な
採
算
単
位
と
み
る
こ
と
に
よ
り
、
各
々
の
企
業
は
部
門
ホ
ズ
一
ア
ス
チ
ョ

l
ト
の
一

構
成
要
素
の
位
置
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
部
門
別
管
理
方
式
と
部
門
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト
の
も
と
で
は
、
企
業
に
形
成
さ
れ
る
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
、
全
て
が
個

々
の
企
業
の
意
思
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
部
門
全
体
と
し
て
の
必
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
々
の
企
業
の
フ
ォ
ン
ド

資
金
が
省
の
意
思
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
限
ら
ず
、
企

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
六
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年
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一
六

業
の
各
種
の
フ
ォ
ン
ド
や
資
金
に
つ
い
て
も
い
う
こ
と
が
で
き
、
部
門
全
体
の
採
算
性
の
実
現
や
効
率
的
経
済
運
営
の
追
求
を
理
由
に
、

部
門
省
を
単
位
と
し
た
資
金
の
集
中
と
再
分
配
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
部
門
ホ
ズ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト
の
立
場
か
ら
は
、
自
己
資
金
と
は
た
ん
に
個
々
の
企
業
レ
ヴ
ェ
ル
で
形
成
さ
れ
利
用
さ
れ

る
資
金
部
分
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
外
部
の
国
宗
予
算
資
金
子
銀
行
一
融
資
に
対
し
て
、
部
門
省
内
部
で
形
成
さ
れ
利
用
さ
れ
る
全
て

の
資
金
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
統
計
的
に
も
部
門
省
の
単
位
で
集
約
さ
れ
た
資
金
が
自
己
資
金
と
し
て
外
部
資
会
と
区
別
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
が
企
業
に
計
回
作
成
権
限
を
与
え
ら
れ
た
非
中
央
集
中
的
基
本
投
資
資
金
と
し
て
利
用
さ
れ
ず
、
部
門
省
の
意
思

に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
第
一
に
、
省
や
工
業
連
合
に
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

の
予
備
フ
ォ
ン
ド
あ
る
い
は
集
中
フ
ォ
ン
ド
が
形
成
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
第
二
に
、
各
企
業
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
が
実
質
的
に
国
家

基
本
建
設
計
画
に
も
と
づ
く
投
資
資
金
の
補
完
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

前
者
は
、
各
企
業
で
形
成
さ
れ
た
生
産
発
展
フ
ォ
シ
ド
が
一
定
の
割
合
で
省
や
エ
業
連
合
に
集
中
さ
れ
て
省
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
生
産
発
展

フ
ォ
ン
ド
の
予
備
フ
ォ
ン
ド
を
、
工
業
連
合
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
集
中
フ
ォ
ン
ド
を
形
成
し
、
こ
れ
が
投
資
資
金
の
足
り
な
い
当
該
省
や
工

業
連
合
内
部
の
他
の
企
業
の
た
め
に
無
償
で
再
分
配
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
器
具
製
作
省
で
は
、

一
九
七
四
年
に
省
全
体
の

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
実
に
三
四
・
三
Mm
も
の
資
金
が
省
に
集
中
さ
れ
た
。
こ
の
割
合
は
一
九
七
五
年
以
降
は
減
価
償
却
率
の
変
更
や
基

(

2

)

 

本
建
設
中
の
改
造
の
割
合
が
低
下
し
た
た
め
に
低
下
し
た
が
、
そ
れ
で
も
一
九
八

C
年
に
は
一
入
・
五
労
で
あ
っ
た
。
生
産
発
展
フ
ォ
ン

ド
の
省
の
予
備
フ
ォ
ン
ド
と
ヱ
莱
連
合
の
集
中
ブ
ォ
ツ
ド
の
合
計
は
、
原
則
と
し
て
部
門
省
の
生
皮
発
展
フ
ォ
ン
ド
総
額
の
一
五
物
が
上

〈

3
u

限
と
さ
れ
て
お
り
、
省
に
よ
っ
て
実
際
の
集
中
率
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
が
、
器
具
製
作
省
の
場
合
は
こ
れ
を
か
な
り
超
過
し
て
い



る

こ
の
よ
う
な
省
や
工
業
連
合
の
規
模
で
の
基
本
投
資
資
金
の
集
中
と
無
償
の
再
分
配
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
以
外
の
企
業
の
基
本
投
資

用
自
己
資
金
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ノ
ル
マ
チ
フ
利
潤
分
配
方
式
の
採
用
に
と
も
な
っ
て
部
門
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト

を
実
施
し
て
い
る
器
具
製
作
省
で
は
、
企
業
留
保
利
調
の
う
ち
の
直
接
国
家
基
本
投
資
に
充
当
さ
れ
る
部
分
や
更
新
用
減
価
償
却
基
金
に

つ
い
て
も
、
省
や
工
業
連
合
へ
の
集
中
と
集
中
さ
れ
た
資
金
の
無
償
再
分
配
の
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
じ
く
ノ
ル
マ

チ
ア
利
潤
分
配
方
式
を
採
用
し
、
亜
部
門
(
工
業
連
合
)
規
模
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト
を
行
っ
て
い
る
モ
ス
ク
ワ
自
動
車
管
理
局
で
は
、

減
価
償
却
基
金
や
利
潤
な
ど
管
理
局
レ
ヴ
ェ
ル
に
集
中
さ
れ
た
基
本
投
資
の
集
中
資
金
に
よ
っ
て
、

の
基
本
投
資
の
八

O
Mが
ま
か
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
場
合
に
は
工
業
連
合
に
所
属
す
る
約
一

O
Oの
企
業
や
事
業
所
の
基
本
投
資
資
金
の

一
九
七
五
年
に
は
こ
の
工
業
連
合
体

ほ
と
ん
ど
が
工
業
連
合
に
集
中
さ
れ
、
各
企
業
に
無
償
で
配
分
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
問
題
点
は
、
省
(
お
よ
び
工
業
連
合
)
レ
ヴ
ェ
ル
へ
の
フ
ォ
ン
ド
資
金
の
集
中
と
そ
の
再
分
配
と
が
無
償
で
行
わ
れ
る
と
こ

ろ
「
い
あ
る
。

つ
ま
り
、
部
門
(
堕
部
門
)
を
一
つ
の
採
算
単
位
と
み
る
部
門
(
亜
部
門
〉
ホ
ズ
ラ
ス
チ

?
iト
の
も
と
で
は
部
門
(
亜
部

門
)
内
部
の
企
業
間
あ
る
い
は
企
業
と
上
級
機
関
と
の
関
係
は
、
価
値
的
計
算
を
介
し
た
等
価
交
換
的
決
済
を
必
要
と
し
な
い
行
政
的
な

関
係
、
あ
る
種
の
直
接
的
関
係
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
企
業
の
商
品
生
産
者
的
自
主
性
の
立
場
は
完
全
に
否
定
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、

一
九
六
五
年
経
済
改
革
の
際
に
大
き
な
問
題
と
さ
れ
さ
か
ん
に
論
議
さ
れ
た
、

国
家
と
企
業
と
の
関
係
と
基
本
的
に
は
同
質
の
も
の
で
あ
り
、
予
算
資
金
か
ら
企
業
へ
の
基
本
投
資
の
無
償
-
融
資
と
い
う
関
係
が
こ
こ
で

は
部
門
省
の
内
部
で
小
型
化
さ
れ
て
再
生
さ
れ
て
い
る
。

企
業
が
自
ら
の
生
産
活
動
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
利
潤
そ
の
他
の
自
己
資
金
が
無
償
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
他
の
企
業
に
無
償
で
融

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
シ
ド

一
六
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四

資
さ
れ
る
状
態
は
、
無
償
で
資
金
を
徴
収
さ
れ
た
企
業
に
と
っ
て
は
自
己
資
金
の
蓄
積
に
対
す
る
関
心
を
失
わ
せ
、
無
償
で
資
金
を
融
資

さ
れ
る
企
業
に
と
っ
て
は
資
金
の
効
率
的
利
用
に
対
す
る
関
心
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
結
局
は
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス

チ
ョ

l
ト
制
度
を
形
骸
化
し
、
企
業
自
主
性
の
否
定
へ
導
く
こ
と
に
な
る
。
部
門
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト
を
前
提
と
す
る
部
門
省
の
立
場
か

ら
は
、
乏
し
い
資
金
を
全
体
と
し
て
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
に
そ
の
よ
う
な
集
中
と
再
分
配
は
不
可
欠
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
う
ち
と
く
に
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
途
が
個
々
の
企
業
の
装
備
の
取
替
や
小
規
模
の
技
術
的
改
良
を
対
象
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
巨
額
の
資
金
が
必
要
な
企
業
の
新
設
や
、
成
果
が
部
門
全
体
に
還
元
さ
れ
る
科
学
技
術
の
統
一
フ
ォ
ン
ド
の
形
成
と
は

異
な
り
、
必
ず
し
も
資
金
集
中
を
必
要
と
す
る
分
野
で
は
な
い
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
省
レ
ヴ
ェ
ル
へ
の
集
中
に
は
一
層
大
き
な
問
題
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
が
企
業
の
意
思
で
は
な
く
実
際
に
は
省
の
意
思
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
場
合
は
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン

ド
が
国
家
基
本
建
設
計
画
に
も
と
づ
い
た
中
央
集
中
的
基
本
投
資
の
財
源
に
流
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
生
産
発

展
フ
ォ
ン
ド
は
一
九
七
七
年
に
は
そ
の
自
主
的
計
画
化
の
権
限
を
奪
わ
れ
中
央
集
中
的
投
資
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
企
業
の
非
中
夫
集

中
的
基
本
投
資
の
財
源
と
し
て
の
意
義
を
失
っ
た
が
、

一
九
七
九
年
か
ら
は
国
家
基
本
建
設
計
画
の
枠
内
で
企
業
に
自
主
的
な
計
画
作
成

の
権
限
が
与
え
ら
れ
、
再
び
非
中
央
集
中
的
投
資
財
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
企
業
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
プ

オ
ン
ド
資
金
の
利
用
見
積
や
計
画
は
、
省
に
提
出
さ
れ
て
国
家
計
画
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
の
中
で
投
資
金
融
、
資
材
補
給
、
建
設
・

組
立
の
請
負
作
業
な
ど
が
優
先
的
に
保
障
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
か
ん
す
る
こ

の
よ
う
な
原
則
は
守
ら
れ
ず
、
多
く
の
場
合
、
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
の
計
画
化
は
、
企
業
サ
イ
ド
か
ら
の
見
積
や
提
案
に
よ
っ
て
で
は
な



く
、
省
や
工
業
連
合
の
上
級
機
関
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
生
産
の
技
術
的
改
善
に
か
ん
す
る
国
家
基
本
建
設
計
画
を
も
と
に
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
責
任
あ
る
関
係
者
に
よ
る
次
の
よ
う
な
発
言
も
あ
る
。

「
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、

現
在
企
業
は
こ
の
フ
ォ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
は
関
心
を
抱
い
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
こ
の
フ
ォ
ン
ド
は
完
全
に
中
央
集
中
的

(
7
)
 

建
設
計
画
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
か
な
る
企
業
長
も
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
上
級
機
関
が
決
め
た
国
家
基
本
建
設
計
画
遂
行
の
一
財
源
と
し
て
動
員
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
実
質
的
に

は
、
企
業
留
保
利
潤
か
ら
直
接
に
国
家
基
本
建
設
計
画
の
達
成
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
基
本
投
資
充
当
部
分
と
変
わ
ら
な
い
位
量
に
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
、
非
中
央
集
中
的
投
資
財
源
と
し
て
の
意
義
を
失
い
「
本
質
的
に
は
国
家
基
本

投
資
の
た
め
の
財
源
に
転
化
し
、
そ
の
主
要
な
機
能
1
1
4
合
同
に
ち
け
る
生
産
の
技
術
的
進
歩
や
改
善
の
自
主
的
、
効
果
的
な
解
決
の
条

件
を
つ
く
り
出
す
|
|
の
遂
行
を
保
障
し
な
い
」
こ
と
に
な
る
。

省
や
工
業
連
合
へ
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
資
金
の
集
中
、
無
償
配
分
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
第
二
の
場
合
に
も
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は

企
業
の
意
思
に
よ
っ
て
で
は
な
く
省
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
を
ま
す
ま
す
有
名

無
美
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

(

1

)

部
門
省
全
体
の
収
入
に
よ
っ
て
部
門
の
支
出
を
完
全
に
補
填
し
、
一
定
の
収
益
を
あ
げ
る
と
い
う
部
門
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト
が
ソ
連
で
完
全
に

実
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
七

O
年
か
ら
実
験
的
に
ノ
ル
マ
チ
フ
利
潤
分
配
方
式
を
採
用
し
て
い
る
器
具
製
作
省
だ
け
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
四
O

M
近
い
き
わ
め
て
高
率
の
収
益
率
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
予
算
資
金
や
銀
行
信
用
の
融
資
を
受
け
ず
に
自
己
の
収
入
に
よ
ワ
て
支
出
を
ま
か
な

う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
(
た
だ
し
、
こ
の
省
に
お
い
で
さ
え
、
最
近
は
価
格
引
下
げ
に
よ
る
利
潤
の
減
少
の
た
め
国
家
に
フ
ォ
ン
ド
使
用
料

を
支
払
え
な
い
企
業
が
増
大
し
て
お
り
、
一
九
八
二
年
に
は
こ
の
省
の
二
二

O
の
企
業
の
う
ち
フ
ォ
ン
ド
使
用
料
の
支
払
を
完
全
に
免
除
さ
れ
た
企

業
が
二
二
あ
り
、
コ
一
M
m

の
支
払
(
通
常
は
六
M
m
)

に
引
下
げ
ら
れ
た
企
業
が
一

O
あ
っ
た
|
|
吋
・
切

8
8
8白
w

⑤
国
盟
国
n
S
E
A
M
一
宮
沼
田
可
民
国
内
出
口
吋
町
富

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
投
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
六
五
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一
六
六

百
吉
田
白
自
忠
実
。

5
5
5出・

!
i
p
g民
O
回o
m
H
O
ω
国
間
口
目
0
・
g
g
u
F
ω
u
n
-
忍
)
。
し
か
し
、
ノ
ル
マ
チ
フ
利
潤
配
方
式
を
同
じ
よ
う
に

採
用
し
て
い
る
他
の
省
で
は
、
収
益
率
水
準
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
経
済
活
動
に
要
す
る
計
画
支
出
額
が
多
い
こ
と
も
あ
り
器
具
製
作
省
の
よ
う

な
完
全
な
収
支
補
棋
は
実
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
部
門
省
の
計
画
支
出
額
を
ま
か
な
う
た
め
、
特
に
基
本
投
資
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
か
な
り
高
率

(三

0
1七
O
%
)
の
予
算
資
金
の
導
入
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
(
(
吉
田
宮
内
名

o
E
E巾
日
吉
国
詰

F
S出
回
目
三
吉
田
国
国
同

g田
8
・

E
E口
目
。

E
g出
同
Oω
回出口吋出巾
5
8円
。
宮
町
凶
由
民
自
宮
間
・
口

-Neu
収
益
率
水
準
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
し
か
も
困
家
へ
の
利
溺
納
入
額
が
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
な
い
規
模
で
設
定
さ
れ
て
い
る
多
く
の
部
門
省
で
は
、
省
に
残
さ
れ
る
利
潤
額
で
は
省
の
計
画
支
出
額
を
カ
バ
ー
で
き
ず
、
予
算
資
金

の
導
入
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
定
の
部
門
省
を
除
い
て
、
ノ
ル
マ
チ
フ
利
潤
分
配
方
式
の
採
用
に
よ
っ
て
国
家
予
算
へ
の
利
潤
納
入
額
が

以
前
よ
り
む
し
ろ
増
大
さ
え
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
(
第
四
章
注

3
参
閉
じ
。

(
2
)

⑤
国
民
間
河
内
向
日
当
回
目
出
室
内
川
口
、
吋
勺
C
E
4
巾hHF
内、
HJwm
四
国
同
口
旬
。
国
民
国
阿
円
。
回
巾
℃
呂
巾
出
口
J『回
O
回mw
出
国
国
同
Oω

出国口寸閣内山田国
C
吋O
E
白岡田国国
M
W

宮
白
・
口
・
ω
吋・

(
3〉
h
H
・
〉
・
℃
0
4
E
叶
巾
民
間
・
冨
-
H
H
・
宮
田
RVHHV
巨巾

p
e国民印刷向口
O
回
。
巾
ロ
旬
同
国
甲
山
田
}
Q
田
町
出
向
同
町
田
回
目
V
C
出
ω
回
0
・H
口
時
国
巾
国
民
。
富
。
門
山
、
げ
巾
h
E
Z
m
w
国民国・

A
V
国国内田町向(同
V
H
E

口吋同時国口吋回目白唱

H
U
∞N
w

口
-HOAF-

(

4

)

A

V
出
回
目
白
わ
い
由
旬
。
国
田
辺
国
A
w
n
J司
自

v
O
出時叩
h
H
r
2
4
出
国
司
G
H
O
出国国一関口
O
回
巾
勺
巨
巾
出
口
叶
回
。
回
印
刷
出
同
一
回
出
Cω

出町内口吋回叩町出向。『
O

冨巾岡山口出向印玄向・口・一戸由・

(
5
)
Z・
コ
・
令
巾
h
o
匂四回烈
0
・。回、ロ向田昌国
ω
由
民
国
国
白
川
O
民
O
宮甲山阿
S
・
2
同同民間
w

H

U

一-u
J

口・凸叶・

(

6

)

戸
〉
.
℃
C
叶阿国叶巾一昨
E
u
z
.
匂
.
呂
田
~Hr
自
由
.
叱
目
白
♂
口
O
』

-w
ロ・

3
・

(
7
)
ω
穴

O
L
u
g
-
与
・
∞
u

口-
N
吋
・
こ
の
発
言
者
は
石
油
化
学
工
業
省
の
財
務
局
長
で
あ
る
。

(
8
〉
戸
〉
・
勺
C
自
国
島
♂
冨
・
旬
-
h
h
g
r
H
口
巾
回
、
叱

E
u・
8

4
・・円・

2

四

企

業

の

ホ

ズ

ラ

ス

チ

ョ

l
ト

と

生

産

発

展

フ

ォ

ン

ド

社
会
主
義
経
済
の
効
率
的
運
営
の
た
め
に
は
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

i
ト
制
度
の
強
化
、
発
展
が
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
計
画
の
作
成
と
遂
行
の
過
程
で
企
業
に
自
主
性
が
存
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
基
本
投
資
を
含
め
た
企
業
の
経
済
運
営
全
般
に
わ
た
っ



て
企
業
に
対
し
て
必
要
な
権
隈
と
資
金
と
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
は
、

一
九
六
五
年
経
済
改
革

の
も
と
で
、
企
業
の
基
本
投
資
の
分
野
で
こ
の
要
求
を
充
た
す
べ
く
形
成
さ
れ
た
資
金
で
あ
り
、
企
業
の
基
本
投
資
活
動
の
分
権
化
が
企

業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
の
発
展
と
企
業
自
主
性
の
拡
大
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
こ
の
フ
ォ
ン
ド
の
存

在
の
意
義
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
フ
ォ
ン
ド
は
量
的
に
は
工
業
に
お
け
る
基
本
投
資
総
額
の
一
四
%
(
一
九
八
二
年
)
ほ
ど
を
占
め
る
だ
け
で
あ
り

(
国
民
経
済
全
体
に
お
い
て
は
八
%
に
す
ぎ
な
い
て
そ
の
使
途
も
基
本
投
資
中
の
一
小
分
野
に
限
定
さ
れ
、
実
際
の
利
用
に
つ
い
て
も

多
く
の
制
限
を
課
せ
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
自
主
的
な
基
本
投
資
財
源
と
し
て
の
役
割
を
果
せ
る
状
態
に
は
な
い
。
企
業
の
基
本
投
資
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
ソ
連
に
お
け
る
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
制
度
や
自
主
牲
が
現
在
も
著
し
く
制
限
さ
れ
た
形
式
的
な
も

の
と
し
て
し
か
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ
!
ト
の
強
化
、
発
展
の
た
め
に
生

産
発
展
フ
ず
つ
ン
ド
が
そ
の
本
来
の
役
割
を
果
す
た
め
に
は
、
基
本
投
資
の
資
金
調
達
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
改
革
に
よ
っ
て
生
産
発
展
フ

オ
ン
ド
の
量
的
な
拡
大
を
は
か
る
こ
と
と
、
そ
の
使
途
や
運
用
方
法
に
か
ん
す
る
条
件
や
制
限
の
大
幅
な
緩
和
が
必
要
で
あ
る
。

生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
を
実
効
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
の
若
干
の
研
究
者

ιよ
っ
て
、
減
価
償
却
基
金
や
利
潤
か
ら

の
繰
入
を
増
大
し
、
装
備
の
改
善
だ
け
で
な
く
企
業
の
改
造
や
拡
張
へ
の
支
出
を
も
ま
か
な
え
る
よ
う
な
基
本
投
資
の
総
合
的
財
源
を
形

成
す
べ
き
だ
と
す
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
を

よ
り
充
実
さ
せ
た
も
の
と
し
て
そ
の
よ
う
な
総
合
的
な
基
本
投
資
の
財
源
の
形
成
は
、
基
本
投
資
の
効
率
化
の
う
え
か
ら
も
ホ
ズ
ラ
ス
チ

ョ
i
ト
強
化
の
た
め
に
も
き
わ
め
て
合
理
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
基
本
投
資
の
総
合
的
な
財
課
を
部
門
省
や
亜
部
門
の
工
業
連
合
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
な
く
個
々
の
企
業
レ
ヴ

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
授
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
六
七
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六
八

エ
ル
に
形
成
す
る
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
第
一
は
、
企
業
利
潤
の
分
配
に
関
連
し
た
問
題
で
あ
る
。
現
在
、
工
業
の
基
本
投
資
用
白
己
資
金
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
利
潤
は
、

国
家
基
本
建
設
計
画
遂
行
の
た
め
に
企
業
か
ら
直
接
振
り
向
け
ら
れ
る
部
分
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
部
分
を
合
わ
せ

て
も
工
業
利
潤
全
休
の
一

O
M
m
に
満
た
な
い
規
模
で
あ
り
(
一
九
λ
O年
に
前
者
は
総
利
潤
の
四
Mm
、
後
者
は
三
・
四
%
あ
て
ら
れ
た
て

工
業
基
本
投
資
全
体
に
対
し
て
も
一
一
・
八
%
で
し
か
な
い
。
設
備
の
更
新
や
改
善
だ
け
で
な
く
企
業
の
改
造
や
拡
張
の
た
め
の
基
本
投

資
を
、
国
家
予
算
資
金
の
比
重
を
低
め
企
業
が
自
主
的
に
使
用
で
き
る
自
己
資
金
を
拡
大
し
な
が
ら
保
障
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
こ
れ
だ

け
の
利
潤
で
は
明
ら
か
に
不
十
分
で
あ
る
。
基
本
投
資
の
財
源
に
占
め
る
自
己
資
金
比
率
を
増
大
し
、
非
中
央
集
中
的
基
本
投
資
の
役
割

を
高
め
る
た
め
に
は
、
銀
行
融
資
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
何
よ
り
も
企
業
留
保
利
潤
か
ら
の
基
本
投
資
へ
の
割
当
分
を
拡
大

す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
企
業
留
保
利
潤
の
増
大
は
利
潤
の
国
家
納
入
分
を
削
減
す
る
か
収
益
率
の
大
幅
引
上
げ
を
は
か
る
こ
と

な
し
に
は
現
在
の
条
件
の
も
と
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
国
家
の
財
政
政
策
全
般
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
さ
ず
に
解
決
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

一
九
七
九
年
決
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
利
潤
分
配
の
ノ
ル
マ
チ
フ
方
式
も
、
企
業
留
保
利
潤
を
増
大
し
て
生
産
に
対
す

る
利
潤
の
刺
激
機
能
を
高
め
、
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ

l
ト
を
強
化
す
る
と
い
う
点
で
成
功
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
こ
の
方
式
の
導
入
に
よ
っ

(

3

)

 

て
省
と
し
て
は
む
し
ろ
以
前
よ
り
利
潤
の
国
家
納
入
分
が
増
大
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
納
入
利
潤
の
安
定

的
確
保
を
第
一
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
利
潤
分
配
方
式
の
技
術
的
変
更
で
は
な
く
、
企
業
自
主
性
の
拡
大
を
前
提
と
し
た
企
業
留
保

利
潤
の
大
幅
な
拡
大
を
こ
そ
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
不
可
避
的
に
現
行
の
純
所
得
の
実
現
方
式
|
|
取
引
税
と
利
潤
の
二

本
立

i
lの
改
革
に
よ
る
取
引
税
の
縮
小
、
蕗
止
と
純
所
得
の
利
潤
へ
の
一
本
化
、
さ
ら
に
は
国
家
と
企
業
と
の
利
潤
分
配
に
お
け
る
利

潤
説
方
式
の
導
入
、
そ
の
た
め
の
部
門
間
収
益
率
格
差
の
是
正
あ
る
い
は
価
格
決
定
方
式
の
改
革
な
ど
の
新
た
な
重
要
な
課
題
を
提
起
す



る
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
以
上
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
投
資
金
融
に
お
け
る
自
己
資
金
比
率
の
拡
大
、
と
く
に
非
中
夫
集
中
的
基
本
投
資
の
拡
大
は

部
門
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
企
業
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
無
意
味
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
の
ホ
ズ

ラ
ス
チ
ョ
!
ト
で
は
な
く
部
門
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ
ー
ト
を
優
先
し
て
実
質
的
な
企
業
自
主
性
の
制
限
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
現
行
部
門
別

管
理
方
式
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

第
三
に
、
投
資
の
分
権
化
を
現
実
の
も
の
と
す
る
に
は
、
現
在
の
極
度
に
中
央
集
権
的
な
資
源
配
分
制
度
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ソ
連
型
社
会
主
義
経
済
の
象
徴
と
も
い
え
る
資
材
・
機
械
補
給
制
度
の
改
革
は
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
非
中
央
集
中
的
基
本
投
資
源
と
し
て
の
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド
が
、

一
九
七
七
年
に
お
も
に
資
材
補
給
の
不
備
を
理
由
に
中
央
集

中
的
投
資
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
経
験
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
分
権
的
投
資
資
金
が
企
業
に
存
在
す
る
だ
け
で
は
問
題
の
解
決
に
は
な
ら

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
企
業
に
お
け
る
自
主
的
な
投
資
資
金
の
確
保
と
資
材
補
給
制
度
の
分
権
化
と
は
一
体
と
し
て
解

決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

1

)

吋
・
切
自
由
勺

O
F
S
E出向。回
5
E
g
E
回
口
出
口
語
需
吉
宮
回
白
書
器
提

O図。
5
5出・
l
i
g担問。回
O命同
。
ω
出出

2
回。

L
∞∞
ω・
2
v
・
ω・

n
・∞一「

(
2
U

前
出
第
二
章
の
注
7
参
府
@

ソ
ヴ
ヱ
ト
経
済
に
お
け
る
基
本
授
資
と
生
産
発
展
フ
ォ
ン
ド

一
六
九



(

3

)

 
立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

吋
・
切
符
凶
回
目
)
。
回
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エストニア共和国の省ごとの利潤からの〔予算への〉

支払に関する比較

一一エストニア共和国財務省による 5つの

共和国工業省にかんする計算一一

(1000ループノレ〉

〈注〉旧方式，新方式の合計と，新方式と!日方式の差額に計算まちがい

(あるL、はミスプリント〉があるが叫京表通りに引用した。

利潤から予算への支払

新方式

十77915434 

十 19911662 

十 22624422 

十265245044 

一
七

O

十 850

十4766

!日方式

14655 

建設資材省

食品工業省

食肉乳製品工業省

28158 

木材工業省

日十

地方工業省

合

省

ハ
4
)

こ
れ
ら
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
拙
稿
司
ソ
連
型
社
会
主
義
』
に
お
け
る
企
業
の
自
主
性
の
根
本
問
題
」
(
立
教
経
済
学
研
究
第
三
七
巻
第

三
号
)
を
参
照
。




